
難削材・脆性材の超精密３次元切削加工等を武器に、大手メーカー・学術機関の
試作開発を受託し自社技術を磨く一方、伝統技法と精密加工の融合や、地域中小
企業群と公的研究機関との交流に尽力するなど地域おこしにも活躍。

時代に即応して業種・業態転換
昭和２年に雑貨業で創業してから、時代の経営環境変化に即応し、海軍飛行機製造→菓子製

造→腕時計部品製造→各種試作開発業と蝉蛻（せんぜい）を重ねた。
現在は、難削材・脆性材の超精密加工に積極的に取り組む一方、自社技術と近隣企業の精密

加工技術を組み合わせ、ユニットとして大手企業等へ提案する力も付け、周囲の評価も高い。

ハイレベルな超精密切削加工技術のほか 伝統工芸技法との融合技術も確立
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ハイレベルな超精密切削加工技術のほか、伝統工芸技法との融合技術も確立

加工技術レベルは、板厚0.1㎜のステンレス板へのφ0.03㎜細穴切削加工や、パイレックス
ガラスに0.55㎜ピッチでφ0.5㎜の穴群の切削加工を５年前から実現するなど、超精密加工を
得意とする諏訪地域の中でも高い技術力を有する。
この高い加工技術と、伝統工芸技法である蒔絵（木曽漆器の伝統工芸師と協働）、冶金学、

化学の融合により、ステンレス材等に漆を主剤とする金模様を自由に厚く描く技法も確立した。

地域の力を結集した研究開発グループの結成へ

諏訪地域で新素材に対する微細加工等の技術開発を目標に掲げる中小企業等８社とともに
「ＳＴＸ－２１共同研究会」を設立し、(独)物質・材料研究機構との共同研究を進めるなど、

地域の総合力を発揮するための取り組みにも邁進している。

0.05㎜
φ0.5㎜

狭ピッチメッシュ穴あけ（t=0.7㎜）

細穴(φ0.03㎜)切削加工(t=0.1㎜）

漆と諏訪の精密技術の融合『蒔絵象嵌』

漆絵を描いた上に、蒔絵技法を用いて
特注金粉を蒔き、高温炉にて焼結新開発切削加工機による高精度

超精密加工（ワーク材質不問）

1㎜

※写真のワーク材質：銅タングステン




